
























ではソン ･ ガンホが、「オールド・ボーイ」ではチェ ･ ミンシクが、そして「親切なクム




























































で賞を取ったのはこの作品であり、アメリカでは権威のあるマンガ賞「The Will Eisner 
Comic Industry Award」（日本では「アイズナー賞」と呼ばれることが多い）を受賞して
いるからだ。しかし彼がこのマンガでアイズナー賞をもらったのは二〇〇七年であり、の
ちに見るように彼がこのマンガを連載していた時期のおよそ一〇年後であったこと、そし
てその受賞前に映画「オールド・ボーイ」が国際的な評価をされていたことを勘案すれ
ば、パク・チャヌク監督の映画の評価が原作マンガにおよんでいると見るべきだろう。だ
とすれば、彼にはそれ相応の才能もあり、多くのマンガ家たちと仕事をしていたが、これ
といった代表作はなかったのかも知れない。もちろん賞などマンガ家にとって必要なもの
かどうかは疑わしいが。
　さて「オールド・ボーイ　ルーズ戦記」の内容を紹介してみよう。8）冒頭部分で中華料
理屋の出前持ちがあるビルの7.5階にある監禁部屋に料理を運ぶところが描かれる。7.5階
は窓がなく、一般のひとには気づかれない。そしてその各部屋は暴力団の資金源として使
われている。1泊あたり30万円で「監禁」をするというビジネスだ。そしてすぐに、場面
は五島が10年にわたって監禁されていた部屋から「出所」する描写へと移る。トランクに
詰められ、渋谷の公園に放置され、黒い背広を着せられていた。年齢は35歳とされるか
ら、25歳で「監禁」されたのだろう。10年間の監禁の間、彼は一念発起して体力の増強を
はかっており、すでに肉体的な機能は高まっていた。ただし実践の経験がないため、自分
の鍛錬が実戦で使えるかどうかは自信がなく、試しにチンピラと喧嘩をする。そして居酒
屋に向かい、そこで働いていたエリという女の子と知り合い、深い関係となっていく。一
方監禁した男は、五島の監視を続けた。五島はエリとともに自分が10年間も監禁部屋で届
けられてきた中華料理の店を探す。かつて一度だけどんぶりに「青龍」という文字が書か
れた伝票の一部をおぼえていたからだ。そして「紫青龍」という店にたどり着き、監禁さ
れていたビルを特定し、そこで見張り役の男を半殺しにして自分がどうして監禁されたの
かを尋ねる。しかし、ヤクザが介入しているということしかわからず、また五島の監禁の
代償としてある人物（仮名・堂島。のちに小学校6年生の時の転校生だった柿沼だと判明
する）が3億円という巨額を投入していたことが判明するのだ。そして五島にもエリにも
後催眠がかけられていて、ふたりが出会うように仕向けられていたのだ。新宿でバーを経
7）  ただし松田優作の「ア・ホーマンス」は原作とはまったく違った内容となっている。拙著「松田優作と七人の
作家たち―「探偵物語」のミステリ」（弦書房、二〇一一年）、「松田優作の「普通」と不自然―「ア・ホーマ
ンス」から見えるもの」（岩波書店「スクリーンの中の他者」、二〇一〇年）を参照してほしい。
8）  本論は「アクションコミックス」として発売された第1巻（1997年5月29日）から第8巻（1998年10月29日）
までの内容を全5巻で文庫化した双葉文庫版「オールド・ボーイ　ルーズ戦記」（2007年6月25日～7月25日）
を利用した。内容は初出のままとなっている。
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営している塚本という元同僚（小さな広告代理店で、バブル崩壊で倒産）の店に寝泊まり
するなどの紆余曲折を経て、五島と柿沼は対決する。柿沼が五島を監禁した原因は、当時
いじめられっ子だった柿沼が音楽の試験で「花の街」をうたっているときに、五島が「感
動していた」のだが、それを悟られたことだったと知れる。最後の直接対決で、五島は自
分の出した答えを語ると、「生涯でおそらくキミだけがわたしの孤独を・・」「屈辱だっ
た・・許せない」「キミさえ存在しなければわたしはこの社会の成功者になることを何も
疑わないで済んだのに」（第5巻、316頁）といい残して柿沼が拳銃で頭を撃ち抜いて自殺
する。
　梗概を紹介するだけで、いくつものほころびが見えてくる。まず第一に暴力団の資金源
である監禁部屋だが、1泊30万円なら1年で1億以上の資金が必要だ。単純計算で10年な
ら10億円。しかし暴力団が柿沼に要求したのは3億円に過ぎない。相手は闇社会だ。七割
引はあまりにも不自然だ。だいたい五島がこのビルを発見したとき、監禁部屋の番はたっ
たひとりであり、その下っ端構成員を半殺しにしているが、それもやはり不自然だ。暴力
団の資金源になっているのなら、もっと多くの人間がここにはたむろしていないと管理が
できないだろう。また最後に明かされた謎も、いくらなんでも小学校のときの音楽の独唱
に五島が感動したことが原因とされるというのも、ここまで話を引っ張っていきながら
「それはありえないだろう」と思わせる。そうなのだ。この話は最初から最後までつじつ
まが一切あわない。作者の土屋ガロンもそれに気づいていたらしく、第5巻のエピローグ
で「花の街」を奏でるオルゴールが五島とエリの家に届き、その依頼主が「仮名・堂島」
とあるため「まだこの『戦争』は終わってない」というヒキで締めくくられている。おそ
らく土屋ガロンのもとには、「この終わり方は納得できない」という意見が寄せられてい
ただろうし、編集者もよく思っていなかったのではないか。しかし続編が書かれることは
なかった。要するに失敗作なのだ。
　また監禁によって五島をどうしようとしたのかについては、まず第1巻で堂島の意図が
語られる。「奴はまだオーラを放っている」「空白の10年間を意に介していないのか・・」
「この計画は徒労だったのか・・」（同書、153-154頁）ともらすのだが、廃人にしようと
いうのが目的だった。そして五島自身も「刑期が知っていて“労働”と“規律”のある刑
務所の方がましだろう」と述懐し、「オレの人格を変えたいのでは・・・？」「ネガティブ
な情念に凝り固まった“別人”にすることが目的ではないのか」（同書、140-141頁）と気
づいていた。だから「歌」以外の謎は第1巻でほとんど出尽くしている。9）おそらくサラ
リーマンが暇つぶしで読むにはちょうどよい内容だが、逆にその「謎」を思わせぶりに探
らせることで長々と話が進められ、結果的にパンクしてしまっているようだ。正直にいっ
9）  ちなみに第2巻の140頁に「邪悪な情念にこり固まった復讐鬼・・それこそ敵の思うつぼではないか」「オレの
やり方でルーズに復讐すると自身に誓った」とあり、題名にある「ルーズ戦記」の意味を明らかにしている。
この時点で仮名・堂島＝柿沼の意図は完全に否定されているわけで、あとはダラダラと続いているという印象
をぬぐえない。
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てこのマンガを読んで「面白い」「ぜひ映像化したい」と考える映画監督、プロデュー
サーはかなり珍しいといえまいか。しかし、隣国の映画監督で、日本のマンガ・アニメー
ションに詳しいパク・チャヌク氏がこれを映画化する。次に韓国映画の「オールド・ボー
イ」について見てみよう。
2．韓国映画「オールド・ボーイ」
　前章で日本マンガ「オールド・ボーイ　ルーズ戦記」が失敗作だと指摘をした。それに
対してパク・チャヌク監督の「オールド・ボーイ」は完全に原作を乗り越え、そして国際
的な評価を得ている。ここにはどのような差があるのだろうか。パク・チャヌク氏は日本
のマンガに造詣が深く、例えば彼の代表作のひとつにもなっている「親切なクムジャさ
ん」でも、四人の子どもを誘拐して殺していた英会話教師の携帯電話には殺した子どもの
持っていたであろう飾りをつけているのだが、注意深く見るとそのうちのひとつに日本マ
ンガ「Dr. スランプ」（鳥山明）に登場する「がっちゃん」の小さな人形がぶら下がって
いる。おそらく彼は日本のマンガやアニメーションに関しては、かなり前から、おそらく
彼が子どもの頃から追っかけていた可能性が高い。そんな彼だから、すでに見た、決して
すばらしいとはいいがたい「オールド・ボーイ　ルーズ戦記」も知りえたのだ。
　さて、何故このマンガがパク・チャヌク氏の眼にとまったのかを考える前に、この映画
の筋書きを示しておく必要がある。ある夜のこと、オ・デスが酒に酔って暴れ、警察に保
護されている。この日は娘の満3歳の誕生日であり、天使の羽根のようなものをプレゼン
トして持っている。彼の兄が身元を引き受けに来て、雨降る中帰路につくが、兄が電話を
している最中に、プレゼントだけを残してオ・デスは消えてしまう。彼は15年という長き
にわたり、監禁生活を強いられるのである。当初は自暴自棄だった彼だが、1年後に妻が
殺害され、その容疑者としてオ・デスが指名手配され、復讐を誓うようになる。体力増強
を目指す。テレビから流される情報を「テレビは友だちであり恋人であり教会であり学校
でもある」というように、テレビからの情報やフィットネスの番組などを利用して自分を
改造していく。毎日配給される餃子だが、あるとき金属製の箸が二本ではなく三本はいっ
ていたことから、その箸を使って壁のブロックを外して穴を開けようとする。手には1年
ごとにひとつずつ刺青を入れ、満15年を目前にしたあるとき、壁の穴が外に通じるが、し
かし自ら外に出る前に、催眠術師に暗示をかけられ、そして気がつくと公園のような場所
（実は拉致された現場に近いビルの屋上庭園）にトランクに詰められた状態で放置される。
彼はその足で自分が鍛えていた肉体改造が実践に役立つか試すため、不良少年たちに喧嘩
をふっかけあっけなく勝利する。そして「地中海」という寿司屋に向かう。金のない彼が
困っていると、ホームレスが近づき「自分は何も知らない」といいながら、彼に携帯電話
と財布（100万ウォン＝10万円程度の手形が束ではいっている）をもらい、そして「地中
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海」の女性寿司職人ミドと出会う。携帯電話からは彼を監禁した張本人が、何故オ・デス
を監禁したのか謎をかける。ミドはそのままオ・デスを自宅に連れて行き、オ・デスとと
もに「青龍」という名前の中華料理屋を探す。そして「紫青龍」という店に行き着き、自
分が監禁されていたビルを突き止め、そのボス（パク）から何故自分が監禁されていたの
かという理由を聞くためにパクの歯を一本一本抜くという拷問をする。結果、オ・デスの
監禁を依頼されたときのテープを手に入れ、組織のものたちを相手にひとりで闘い、血だ
るまになりながら完勝する。またオ・デスの高校時代（慶尚道）のときの同級生でネット
カフェの店長をしているジュファンに会い、協力を要請する。そしてオ・デスに接近して
きた謎の男が「私は誰なのか、何故監禁されたのか」という問いをオ・デスにかける。こ
のとき謎の男は自分が心臓に病があり、いつでも安楽死できるようにリモコンを持ってい
ると告げ、さらにミドがパクたちの魔の手がさしかかっていることを告げる。ミドを救い
に行くと、パクたちはオ・デスを逆に「歯を抜く拷問」にかけようとするが、謎の男が大
金を支払ってその場をおさめてしまう。この日が6月30日であり、月が改まった翌日深夜
にオ・デスとミドは男女の関係にいたる。ミドを連れて慶尚道にある彼の出身校「常緑樹
高等学校」の卒業記念文集を探るが、そこで自分よりも年少のクラスにいたイ・ジェスの
写真を見つけ、さらにはその姉が自分のクラスメートだったことに気がつく。その件を
ジュファンと電話で話すと、姉（イ・スア）は誰とでも寝るような女だったとジュファン
はいい、それを傍受していたイ・ジェスによって殺される。イ・スアはこの噂がもとで
1979年7月5日に自殺したのだ。イ・ジェスのいう「7月5日」はこの日を指しているの
だ。実はオ・デスがイ・スアとイ・ジェスというきょうだいが愛しあっているところを目
撃し、それをジュファンにもらしていたのだ。これが姉の自殺の根拠となっているという
ことを知り、最後の対決に向かうオ・デス。しかし、ことは簡単には済まない。「何故監
禁したかではなく、何故解き放ったかを考えろ」というイ・ジェスの問いに、彼は答えら
れなかったからだ。オ・デスと愛しあっているミドはオ・デスの娘であり、そのふたりに
催眠術をかけ、ふたりが愛しあうように仕向けたというのだ。あまりの事態に動揺する
オ・デスは、イ・ジェスに謝罪し、自ら舌を切るという行為に出るが、イ・ジェスは冷た
く見くだし、そしてわざと「リモコン」を床に放って部屋から立ち去ろうとする。すかさ
ずリモコンを手にするとそれはイ・ジェスを殺すものではなく、オ・デスとミドの睦み
あったときの盗聴テープが流れるという仕組みであった。オ・デスに完勝したイ・ジェス
は、拳銃で頭を撃ち抜いて死ぬ。生き残ったオ・デスは、自分に催眠術をかけた人物に会
い、「秘密」を知る前の自分と知ったあとの自分を分離し、「秘密」を知らない状態でミド
と向きあうところで終わる。
　梗概を見ただけで原作のマンガよりもはるかに複雑であることがよくわかると思う。ス
アの死は1979年7月5日で、その日がオ・デスが高校三年生であったことから、彼は1961
年生まれで、監禁されていたのは28歳から43歳までの15年ということになる。また、この
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話のなかでとくに際立つのは、近親相姦というテーマだ。このタブーを描くのは韓国映画
としてはおそらく最初のものではないか。例えば古くは旧約聖書のソドムとゴモラが焼き
尽くされたあと善人のロトは娘に姦淫されているし、北米やヨーロッパでも近親相姦をモ
チーフとする映画はつくられており、このテーマ自体は珍しいものではない。日本でも
1974年の「妹」（藤田敏八監督、日活）や1979年の「地獄」（神代辰巳監督、東映）などで
扱われているぐらいだ。しかし、韓国ではそれはありえなかった。韓国は儒教倫理の強い
社会であり、いとこ婚も許されていない。いや、それどころか同姓同本（同じ姓を名乗
り、本貫すなわちその姓の出身地が同じであるという意味）の結婚についてもつい最近ま
で法的に許されなかった。現在は合法ではあるが、同姓同本の結婚は倫理的には忌避され
ている。このような社会で、姉と弟、父親と娘というカップルは、日本社会での倫理的抵
抗感をはるかに凌駕する強い批判を受けるだろう。しかしこの映画のオ・デスとイ・ジェ
スの最後の対決で、イ・ジェスは「私たちはお互いがきょうだいであることを知っていて
愛しあった。おまえたちはどうだ」と問いかける。日本とは違い、いとこ婚さえ認められ
ていない韓国で、これは相当衝撃的な言葉だといっていい。
　さらに「近親相姦」の話が持ち出されることで、この映画が国際的に評価された理由も
見えてくる。常緑樹高等学校の同窓会は「エバーグリーン　オールド・ボーイズ」となっ
ており、ミドがチャットで知りあっていた（おそらくイ・ジェスが仕組んだ）エバーグ
リーンというハンドルネームの人物とネット上でつながっていたことから、ようやくこの
母校を思い出すのだが、この学校はカトリックのシスターが校長を務めている学校なの
だ。韓国はキリスト教が強く天主教と呼ばれるカトリックの信者は10％強いるのだが、こ
の映画でも旧約聖書箴言6章4節が最後のイ・ジェスの住処を探すときの鍵となっている
ことからも、西洋社会で受け容れやすいものとなっている。10）
　イ・ジェスも決して復讐で気持ちが豊かになるわけもない。むしろ姉を失った喪失感は
依然深く、最後の「リモコン」が仕組まれたものであり、事実上イ・ジェスが完勝してい
ることから、逆に彼の存在意義はなくしてしまう。きょうだいであることを知りつつも愛
しあっていた姉との関係、そしてそれをぶち壊した（とイ・ジェスが考えている）オ・デ
スに対する完全なる復讐を成し遂げたことで、姉が自殺してからの25年という歳月がいっ
たん結末を迎えてしまったのだから。心臓に病のある彼ならば、そこで自死を選んだとし
ても不思議はない。
　先に日本マンガ「オールド・ボーイ　ルーズ戦記」の話に無理があると指摘したが、そ
の無理をすべて「意味あるもの」へと昇華させたのがパク・チャヌク監督・脚本の「オー
ルド・ボーイ」なのだ。イ・ジェスは最初からオ・デスとその娘を「愛しあわせる」目
10）  パク・チャヌク監督の作品では、この映画の直後に撮られた「親切なクムジャさん」でも彼女を慕うカトリッ
ク信者が登場するし、さらには「渇き（박쥐）」では主演のソン・ガンホはカトリックの教団を舞台に物語が
展開する。
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的で、15年もの間彼を閉じ込める。そしてオ・デスの妻も殺し、彼を犯人に仕立てるこ
とで逃亡者にさせ、18歳になった娘を偶然を装って恋愛関係に陥らせるのだから。また
イ・ジェスと姉との関係も、韓国社会では日本や西洋以上に倫理的問題が深く存在するが
ゆえ、その秘密の暴露は「殺すのでは飽き足らない」という行動を駆り立てるのも納得が
いく。イ・ジェスの自死、そして秘密＝ミドは自身の娘であるという事実を催眠術で「忘
却」し、あえて「歳の離れた恋人」としてミドとの関係を続けていくというのも、彼の選
択として無理はない。もしも「秘密」を忘れられなければ、娘との近親相姦という事実の
前で自殺を選択するしかないかも知れないからだ。
　このように、原作をはるかに凌駕する説得力と魅力を兼ね備えた韓国映画「オールド・
ボーイ」だが、紆余曲折を経てハリウッド映画としてリメイクされる。しかしこのリメイ
クは御世辞にも成功しているとはいえない。そこで次の章では、ハリウッド映画「オール
ド・ボーイ」を韓国映画「オールド・ボーイ」と対照させながら論じていこう。
3．ハリウッド映画「オールド・ボーイ」～結びにかえて
　主人公のジョー・ジュセットは広告代理店に勤めるサラリーマンだが、アル中気味で、
つねにウォッカを手放さない。そして3歳になるジョーの娘の誕生日に、仕事で重大なミ
スをし、おそらく翌日は解雇されるだろうという日の夜、彼は監禁され、以来20年間外の
世界と交渉できなくなる。その間に彼の別れた妻が殺され、ジョーが容疑者として指名手
配されていること、またテレビの犯罪ドキュメンタリーで彼の娘が養父母に育てられ、音
楽の道を進んでいると知らされる。彼はついに復讐を誓い、監禁部屋で自分の肉体を改造
し、中年太りしていた身体も筋肉隆々なものへと成長していく。彼のもとに届く食事は中
華料理店（ドラゴンという名前）からのデリバリーで、しかも毎日ウォッカが配給される
が、肉体改造を目指したときからそれをトイレで流し、酒を飲まないという選択をし、壁
のブロックも少しずつ剥がしていく。そして20年が経ったある日、トランクに詰められ、
黒いスーツを着せられ、携帯電話と200ドルを与えられた状態で、芝生のある公園で目を
覚ます。アメフト選手たちを相手に自分の力が通用するかどうか試すが、あっさりと勝利
する。そしてすぐにマリー・セバスチャンという看護師と知り合い、恋に落ちる。その足
で彼の出身校であるエバーグリーン・アカデミの同級生でバーを経営するチャッキーの店
へと転がり込む。餃子の味を頼りにドラゴンを見つけ出し、自分を監禁したビルを見つけ
出し、見張り役を三人殺し、またボスを拷問し、自分が誰に陥れられたかを訊こうとする
が、ボスも名前を知らないといい、その交渉のときの会話のテープを手に入れる。脱出す
る際に多くのギャングの手下たちと闘い、勝って逃げ出すが、チャッキーの店に犯人（エ
イドリアン・ブライス）が現れ、自分が誰か、そして何のために監禁したかという問題を
投げかけた。エイドリアンはチャッキーを殺し、その舌をジョーに送りつけ、最後の対決
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をする。エイドリアンには妹がいるが、ジョーはその妹が学校のビニールハウスで中年の
男と肉体関係を持っているところを目撃、それを噂で広め、陰惨なイジメがはじまる。実
はこの中年男はエイドリアンと妹の父であり、父はこのことから発狂し、妻、妹、エイド
リアンを銃で撃って自分も死んでいたのだ。エイドリアンは辛うじて生き残り、長じて
ジョーに復讐をくわだてたのだ。実は監禁部屋で見ていた犯罪ドキュメンタリーは視聴者
がジョーだけというフェイク番組で、本当の娘は恋人のマリーで、父娘相姦関係にあるこ
とを知る。そしてエイドリアンは自殺し、ジョーは娘と離れるため監禁部屋へ戻る。
　話の流れは同じだが、大きく違う点は近親相姦の相手がエイドリアン自身ではないこ
と、そして父は事件を悔やんで家族を巻き込んでいることがあげられよう。しかしこれで
は話のつじつまが合わない。エイドリアンが憎悪すべき相手は父であり、彼自身はこの近
親相姦から逃れているため、自分に関わる「秘密」がないのだから、ここでジョーを20年
も監禁して対決する必要がない。オ・デスと違い、ジョーがここまで恨まれる筋合いはな
いだろう。また監禁期間も、日本マンガ「オールド・ボーイ　ルーズ戦記」の10年、韓国
映画「オールド・ボーイ」の15年から、さらに長い20年におよんでおり、その分恋人（実
の娘）がより成熟した女性になっていることが強調される。
　ここでパク・チャヌク氏とスパイク・リー氏の映画がどのように違うかを見てみよう。
まず両方ともテレビが設置されている（原作のマンガも同様）のだが、そのテレビから映
し出される「事件」などが、韓国では現代韓国史ともいうべき映像が採用され、同じよう
にハリウッドでは現代米国史とでもいうべき内容であること、すなわち視聴者が容易に感
情移入できるようになっていることがあげられる。ただしパク・チャヌク監督は120分の
映画の中でこの監禁部屋での話を13分にすぎないが、スパイク・リー監督は104分の映画
の20分間（監禁される前まであわせると30分間）をこの発端の描写に使っていることがあ
げられる。このように見ていくと、スパイク・リー監督はパク・チャヌク監督を意識し
て、なんとかそれを越えようとしたものの、失敗しているとしか思えない。
　また、韓国映画「オールド・ボーイ」では話を転換させたり発展させたりするとき、主
人公のオ・デスを大映しにし、彼の表情のみでその状況を描こうとしている。もちろんそ
れは成功している。例えば暴力団と闘ったあと、エレベータに乗ろうとするとき、「チン」
と音が鳴ると、オ・デスの表情は一瞬こわばり、しかし徐々に不敵な笑いを口元に浮かべ
るという演技をしている。その後に、逆にエレベータの方を映すのだが、エレベータには
ぎっしりと暴力団が詰めている。その間両者には会話はない。そして次の場面で、さらに
カメラの位置が変わり、オ・デスが1階で降りるところを見せるのだが、エレベータ内で
はぐったりとした暴力団が映し出されている。この場面の使い方はとてもうまい。スパイ
ク・リー監督はこれを意識してか、ビルでの乱闘場面でジョーが進むごとに新手が現れる
という展開を採用している。たしかにアクション映画としては悪くないが、あまりにも凡
庸な描き方だ。ただし、スパイク・リー監督は最終場面でジョーが監禁部屋に戻るという
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最終場面で、ジョーがカメラに向かって無表情な状態から、やがて「にやり」と笑うとこ
ろで終わっている。おそらくパク・チャヌク氏の手法を意識しているようだ。しかし自分
の娘と関係した男が秘密を抱いたまま社会から消えるというテーマで考えると、何故「に
やり」とするのかわからない。
　私はもともとパク・チャヌクという監督が好きではない。なによりも彼の映画は血しぶ
きがダクダクとあふれるような、とても正視できない気持ちの悪い場面を多用するから
だ。最近の日本映画にも同じような血しぶきを上げたり、人体を破壊したりというものが
散見されるが、私は決してそれを面白いとは思わない。ただし今回この映画を見ながら、
パク・チャヌク氏は単なる他者の模倣ではなく、原作を大胆に改変させ、吸収し、それを
自己模倣していく（「親切なクムジャさん」のように「閉じ込められる」主人公の復讐譚）
ことができる鋭敏な感性を持っていることはわかった。もしそうでなければ、国際的な評
価を得るのは難しかっただろう。それがパク・チャヌク氏の感性であり、また韓国社会だ
けでなく欧米でも評価される所以なのだろうと思うのだ。
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三つの「オールド・ボーイ」
李　　　建　志
　土屋ガロン原作、嶺岸信明画で出された「オールド・ボーイ ルーズ戦記」というマン
ガは、決して有名な作品でも、すぐれた内容の作品でもない。しかし、このマンガは韓国
のパク・チャヌク監督の眼にとまり、韓国で「オールド・ボーイ」というタイトルで、内
容を改変した上で映画化され、しかもその作品が2004年にカンヌ映画祭審査員特別賞（パ
ルム・ドールに準ずる扱い）を受けるなど、国際的に大きな話題となった。このことを
きっかけに、映画「オールド・ボーイ」の原作として注目が集まった。
　もちろん他国の小説やマンガなどを、設定を変えて映画化するのは決して珍しいことで
はない。しかし、この「オールド・ボーイ」に関しては、原作のマンガではなく韓国で映
画化された作品が、ハリウッドでリメイクされるという珍しい経緯があり、注目される。
この三作品に共通しているのは、主人公が監禁され、釈放後に復讐をするというプロット
だ。そして実は原作のマンガ「オールド・ボーイ ルーズ戦記」はなぜ10年も監禁したの
かというその因縁（監禁した側の少年がうたった歌に、監禁される側の主人公が感動して
しまったということ）が理解しにくいものであるのに対し、パク・チャヌクが映画化した
際には、後に監禁される主人公が、監禁した側の近親相姦を目撃し、それを噂話にしてし
まったという理解しやすいものとなっている。しかも主人公を15年も監禁した側の意図
は、主人公の実の娘が大人になるまで隔離し、親娘相姦をさせるという衝撃的な内容であ
ることが、その映画の評価を上げている。
　この近親相姦というテーマがいわゆるキリスト教文化圏では、聖書の昔からあるテーマ
であるため、西洋で大きく評価されたのだろう。すぐにハリウッドでリメイクが企画され
るが、けっきょくリメイクされたその作品は、同じ父娘近親相姦をテーマにしたため、韓
国映画版を超えることができなかったことが興行的にも作品的にもかなり見劣りがするも
のとなってしまう。要するに、二流の日本マンガが、韓国で国際的に高い評価を受ける映
画となり、それをハリウッドがリメイクすることでむしろ韓国映画の出来栄えが際立つと
いう珍しい経緯をたどったといっていい。そこで本論攷は、その日本、韓国、そして米国
の作品から、それぞれの世界観を分析する。
